
平成 25年 8月 6日 

広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式あいさつ 

 

広島市原爆死没者慰霊式、平和祈念式に臨み、原子爆弾の犠牲となった方々の御霊に

対し、謹んで、哀悼の誠を捧げます。今なお被爆の後遺症に苦しんでおられる皆様に、心か

ら、お見舞いを申し上げます。 

 

 ６８年前の朝、一発の爆弾が、十数万になんなんとする、貴い命を奪いました。７万戸

の建物を壊し、一面を、業火と爆風に浚わせ、廃墟と化しました。生き長らえた人々に、病

と障害の、また生活上の、言い知れぬ苦難を強いました。 

 

 犠牲と言うべくして、あまりに夥しい犠牲でありました。しかし、戦後の日本を築いた先人た

ちは、広島に斃れた人々を忘れてはならじと、心に深く刻めばこそ、我々に、平和と、繁栄

の、祖国を作り、与えてくれたのです。蝉しぐれが今もしじまを破る、緑豊かな広島の街路

に、私たちは、その最も美しい達成を見出さずにはいられません。 

 

 私たち日本人は、唯一の、戦争被爆国民であります。そのような者として、我々には、確

実に、核兵器のない世界を実現していく責務があります。その非道を、後の世に、また世界

に、伝え続ける務めがあります。 

 

 昨年、我が国が国連総会に提出した核軍縮決議は、米国並びに英国を含む、史上最

多の９９カ国を共同提案国として巻き込み、圧倒的な賛成多数で採択されました。 

 

 本年、若い世代の方々を、核廃絶の特使とする制度を始めました。来年は、我が国が一

貫して主導する非核兵器国の集まり、「軍縮・不拡散イニシアティブ」の外相会合を、ここ広

島で開きます。 

 

 今なお苦痛を忍びつつ、原爆症の認定を待つ方々に、一日でも早くその認定が下りるよ

う、最善を尽くします。被爆された方々の声に耳を傾け、より良い援護策を進めていくため、

有識者や被爆された方々の代表を含む関係者の方々に議論を急いで頂いています。 

 

 広島の御霊を悼む朝、私は、これら責務に、旧倍の努力を傾けていくことをお誓いします。 

 

 結びに、いま一度、犠牲になった方々の御冥福を、心よりお祈りします。ご遺族と、ご存命

の被爆者の皆様には、幸多からんことを祈念します。核兵器の惨禍が再現されることのない



よう、非核三原則を堅持しつつ、核兵器廃絶に、また、恒久平和の実現に、力を惜しまぬ

ことをお誓いし、私のご挨拶といたします。 

 


